
に
い
つ
も
趣
の
異
な
っ
た
感
動
と
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
戸
外
を
飛
び

出
す
目
的
は
「
気
晴
ら
し
や
癒
し
」
、

「
気
の
合
っ
た
友
人
・
仲
間
と
の
交
流
」
、

「
健
康
の
維
持
」
、
「
家
族
の
触
れ
合
い

の
場
」
な
ど
様
々
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
共
通
し
て
い
る
の
は
、
自
然
と

対
時
す
る
醍
醐
味
で
す
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
さ
ら
に

大
き
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
れ
は
親
し
い
友
だ
ち
や
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
、
眼
前
に
展
開
す
る
す
ば
ら
し

い
景
観
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

自
身
で
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
眺
め

な
が
ら
目
標
の
山
や
ル
ー
ト
を
定
め
た

り
、
プ
ラ
ン
を
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ

た
り
、
計
画
に
従
っ
て
安
全
に
頂
上
を

極
め
る
喜
び
で
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
克
服
感
、
充
足
感
、

爽
快
感
こ
そ
が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
醍
醐

味
で
す
。
さ
ら
に
、
頂
上
か
ら
の
す
ば

こ
こ
加
年
は
第
二
次
登
山
ブ
ー
ム
と

言
わ
れ
、
日
本
百
名
山
を
始
め
と
し
て

全
国
の
山
々
は
自
然
に
親
し
む
多
く
の

登
山
者
や
ト
レ
ッ
カ
ー
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ま
た
最
近
で
は
里
山
や
自
然
歩
道

を
歩
く
と
い
っ
た
よ
う
に
高
い
山
に
限

ら
ず
広
範
な
自
然
に
親
し
む
人
達
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
魅
力
は
町

の
喧
騒
を
離
れ
て
、
手
軽
に
豊
か
な
自

然
の
移
り
変
わ
り
を
目
で
確
か
め
た
り
、

身
体
で
感
じ
た
り
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
特
に
南
北
に
細
長
い
日
本
列
島
の
四

季
は
「
雪
融
け
・
新
緑
・
虫
や
野
生
動

物
が
目
覚
め
る
春
」
「
入
道
雲
・
山
野

草
が
咲
き
誇
り
涼
風
が
吹
く
夏
」
「
紺

碧
の
空
・
澄
ん
だ
空
気
・
三
段
に
染
ま

る
紅
葉
の
秋
」
「
樹
氷
に
き
ら
め
く
木
々
・

自
然
界
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
冬
匡
と
い
っ

た
よ
う
に
、
自
然
と
対
時
す
る
人
た
ち

重慶‘恒夫の

山歩き教室
（１）

（
し
げ
ひ
ろ
つ
ね
お
）

１
９
４
７
年
山
口
県
徳
山
市
生
ま
れ
。
列
年
オ
ニ

ッ
カ
（
現
ア
シ
ッ
ク
ス
）
に
入
社
。
乃
年
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
の
世
界
最
高
点
（
当
時
）
へ
到
達
、

万
年
、
日
本
人
と
し
て
Ｋ
２
に
初
登
頂
、
帥
年
、

北
壁
か
ら
の
新
ル
ー
ト
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
。

肥
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
（
日
本
・
中
国
・

ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山
隊
）
で
は
、
登
華
隊
長

と
し
て
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
し
た
世
界
初
の

交
差
縦
走
を
成
功
に
導
く
。
躯
年
、
当
時
未
踏
の

最
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム
チ
ャ
パ
ル
ワ
の
初
登
頂
を

指
揮
。
鮒
年
、
日
本
百
名
山
を
佃
日
で
連
続
踏
破

し
た
。

トレッキングの

楽しさとは

8０

ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
の
中
に
見
出
す
新
た

な
山
や
コ
ー
ス
に
想
い
を
は
せ
、
夢
を

膨
ら
ま
せ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
自
分
の

体
力
や
体
験
・
技
術
に
あ
わ
せ
た
対
象

を
選
べ
ば
、
生
涯
を
通
じ
て
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

し
か
し
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
元

来
、
人
間
の
力
を
原
動
力
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
我
々
が
制
御
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
自
然
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
る

が
ゆ
え
に
、
体
力
だ
け
で
は
な
く
知
識
・

技
術
や
装
備
な
ど
事
前
の
準
備
が
大
切

で
す
。最
近
で
は
素
材
や
製
造
技
術
の
発
達

と
共
に
、
軽
く
使
い
や
す
い
機
能
的
な

商
品
を
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
登
ろ
う
と
す

る
山
や
ル
ー
ト
の
概
要
や
起
こ
り
う
る

危
険
を
予
知
し
、
十
分
な
準
備
を
す
る

こ
と
で
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
時
に
発
生
す

る
事
故
の
多
く
は
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
登
山
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
安
全
に
快
適
に
楽
し
む
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
教
え
し
ま
す
。
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÷
凸

黄幽芭
＝

唐騨
Ｐ

＝ 第
２
回
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

そ
ま
谷
（
徳
川
道
）
～
桜
谷
道
～
掬
星
台
～

旧
摩
耶
道
～
青
谷
道

宙弛』

君

巳笛二Ｐ

嗣冊

一
一

擬噸iii
幸
『
｛
）

乱

罵
極

鰹
・
副

１
１

、

８

十
月
二
十
二
日
、
表
六
甲
で
特
に
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
コ
ー
ス
、
そ
ま
谷
を
上
り

掬
星
台
経
由
で
青
谷
道
を
下
っ
て
き
ま

し
た
。
前
日
の
雨
で
し
っ
と
り
と
心
地

よ
い
空
気
の
中
を
、
谷
の
流
れ
の
音
を
、

そ
し
て
色
づ
い
た
黄
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
の
一
日
で
し
た
。

そ
ま
谷
は
、
い
く
つ
も
の
ダ
ム
を
高

巻
き
し
、
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
沢
を
徒

渉
し
な
が
ら
小
さ
な
滝
の
流
れ
を
楽
し

め
る
と
て
も
変
化
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で

し
た
。
徳
川
幕
府
が
大
蔵
谷
か
ら
篠
原
・

住
吉
へ
と
、
西
国
街
道
を
迂
回
さ
せ
て

造
っ
た
と
い
う
徳
川
道
を
大
名
行
列
気

分
で
、
そ
の
歴
史
を
味
わ
い
な
が
ら
歩

い
た
の
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

掬
星
台
で
は
晴
の
記
念
撮
影
！
た

だ
展
望
ポ
イ
ン
ト
か
ら
は
下
界
に
発
生

し
た
霧
の
た
め
残
念
な
が
ら
大
阪
湾
の

眺
望
は
な
し
。

帰
路
は
旧
天
上
寺
へ
の
参
詣
道
で
あ

る
旧
摩
耶
道
か
ら
青
谷
道
へ
。
杉
や
桧

な
ど
の
大
木
に
暗
く
覆
わ
れ
た
森
を
通

り
抜
け
て
長
い
長
い
石
積
み
の
階
段
が

続
き
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
の
効
用
、
段
差
で
の
足
の

運
び
、
滑
り
や
す
い
岩
場
で
の
足
の
置

き
方
、
そ
し
て
手
袋
の
重
要
性
な
ど
、

今
回
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
鹿
さ

ん
と
井
川
さ
ん
か
ら
は
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
数
々
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
歴
史
の
お
話
も
た
っ
ぷ
り
と
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
と
、
次
回
が
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。

清
水
俊
博

具

繕嬢 ~

諭

〆

1J,〃

午
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8４

「
阪
神
大
震
災
復
興
市
民
ま
ち
づ
く

り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
震
災
の

後
十
日
目
に
で
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。
震
災
前
よ
り
、
主
に
神
戸
の
ま
ち

づ
く
り
に
何
ら
か
の
関
わ
り
の
あ
っ
た

都
市
計
画
家
、
建
築
家
、
大
学
研
究
者

ら
約
卵
人
が
、
被
災
地
の
復
興
に
立
ち

向
か
う
市
民
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
こ
う
と
い
う
「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が

り
」
で
す
。

市
民
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

た
め
に
、
「
支
援
ネ
ッ
ト
」
は
５
つ
の

定
常
活
動
と
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
定
常
活
動
は
、
①
連
絡
会
議

の
開
催
、
②
ニ
ュ
ー
ス
「
き
ん
も
く
せ

い
」
の
発
行
、
③
「
復
興
市
民
ま
ち
づ

く
り
」
（
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
収
録
合
本
し
た
も
の
）
や

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」

の
編
集
・
刊
行
、
④
阪
神
・
淡
路
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｈ
Ａ
Ｒ
基
金
）

の
現
地
事
務
局
、
⑤
神
戸
市
す
ま
い
。

ま
ち
づ
く
り
人
材
セ
ン
タ
ー
の
相
談
協

力
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
協
力
な
ど
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
、
①
被
害
実

態
緊
急
調
査
、
②
市
街
地
緑
花
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ガ
レ
キ
に
花
を
」
、
③

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
推
進

応
援
団
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
①
は
震
災

復
興
・
実
態
調
査
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
継

続
、
②
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
復
興
支
援

会
議
（
阪
神
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
）
に
発

展
、
③
は
入
居
者
相
互
の
懇
親
相
談
の

会
「
ふ
れ
あ
い
住
宅
の
居
住
者
交
流
会
」

を
支
援
中
で
す
。

事
務
局
の
あ
る
コ
ー
・
プ
ラ
ン
の
一

階
に
「
茶
店
き
ん
も
く
せ
い
」
が
あ
り
、

そ
こ
を
ネ
ジ
ロ
に
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

が
今
年
の
目
標
で
す
。

窪
神 Ｐの

アーバン

デザイン

震
災
復
興
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
そ
の
伽

市
民
ま
ち
づ
く
り

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

i‘熱
支援ネット連絡会騒（神戸東部）９５‘3’４

市街地緑化再生・ガレキに花を95,7,25

ネットワーク

一
二

コレクティブ応援団97,12,23

支援ネット活動の全体概要（作図・本山充秀）

神戸市東部市街地

白地地域復興支擾チーム

西宮復興まちづくり

計画支援ネットワーク 団体

いYか自一

副r務局スケッチ（設計・宮脇檀）
2階がコー・プラン１階右端が茶店きんもくせい

小林郁雄
コー・プラン代袈
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●
女
流
建
築
家
シ
リ
ー
ズ

魚
崎
の
幼
稚
園

緑美しいクスノキの木立

同桶1,のよい明るい教室

山

明
る
い
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
あ
る
幼
稚

園
を
設
計
。
木
造
の
平
屋
建
の
幼
稚
園

が
古
く
な
り
、
耐
久
性
の
あ
る
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

大
き
な
ク
ス
ノ
キ
が
敷
地
内
に
点
在

し
て
い
ま
す
。
ク
ス
ノ
キ
を
残
し
て
計

画
し
た
の
で
、
林
の
中
に
金
属
製
の
曲

線
の
屋
根
が
銀
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。

廊
下
側
に
は
鉄
骨
の
丸
柱
が
並
ん
で
い

ま
す
。
工
事
中
、
現
場
で
お
願
い
し
て
、

子
供
達
が
喜
ぶ
よ
う
に
五
色
の
色
違
い

に
塗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
教
室
に
は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
設
け
、

自
然
の
光
が
教
室
に
差
し
込
む
よ
う
に

工
夫
。
風
が
心
地
良
く
通
り
抜
け
る
よ

う
に
、
教
室
の
北
側
と
南
側
に
は
大
き

な
開
口
部
を
設
け
ま
し
た
。

子
供
達
が
自
分
の
教
室
が
わ
か
る
よ

う
に
、
花
や
小
烏
の
イ
メ
ー
ジ
の
サ
イ

ン
を
取
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
手
洗

い
と
足
洗
い
場
は
、
鮮
や
か
な
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
貼
り
に
し
ま
し
た
。

地
盤
が
悪
く
、
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し

て
、
設
計
変
更
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

少
し
で
も
良
い
幼
稚
園
に
し
よ
う
と
園

長
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
を
し
た

こ
と
も
、
今
は
良
い
思
い
出
で
す
。

竣
工
し
て
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
子

供
達
が
成
長
し
て
、
幼
い
日
の
輝
か
し

い
思
い
出
と
な
る
幼
稚
園
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

神戸の１１m』８m

自然の光が芸５入す:工夫がいっぱい

謹鍵雲謹謹
モダン

リビング

》
全

中川倶子
株式会社アルプラン
代表取縞役

優しい曲線の銀屋根

ノノ:

鍵

』－ＢＬ．

。

一正謡署宅

軍

」
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e，Ｄ方は下の
$“1｣皿f“

8６

ニュートラルからの発想。

自
由
な
発
想
で
、
住
ま
い
の
夢

一
丁
ズ
に
極
限
ま
で
応
え
た
い

「
真
っ
白
な
紙
の
上
に
、
イ
ン
ク
で

な
ぞ
っ
て
い
く
よ
う
に
、
顧
客
の
話
を

も
と
に
、
自
由
な
発
想
で
、
そ
の
夢
を

形
に
創
り
上
げ
て
い
く
」
。
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
か
ら
の
発
想
で
、
戸
建
住
宅
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
え
る
（
有
）

建
築
企
画
設
計
事
務
所
フ
リ
ー
ダ
ム
。

会
社
の
設
立
は
今
か
ら
９
年
前
で
、
現

在
の
ス
タ
ッ
フ
は
十
数
名
。
戸
建
住
宅

の
受
注
が
、
年
間
約
釦
粁
と
関
西
で
も

屈
指
の
人
気
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

最
近
で
は
、
和
泉
府
中
に
皿
区
画
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
す
る
な
ど
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。

フ
リ
ー
ダ
ム
が
手
掛
け
る
戸
建
住
宅

鐘
撞
正
也
さ
ん
（
有
）
建
築
企
画
設
計
事
務
所
フ
リ
ー
ダ
ム
／
藤
）
プ
ラ
ィ
ェ

代
表
取
締
役

ー－＝＝
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PIannlngOffIce9Kobe

ｗｗｗ､freedom-shoPCom

新しく解放されたオフィスへ。

鵬蝿型
ﾖーﾛｯバからｼｯｸな洗面ｽベー ｽの数々 を取り揃える。

は
、
一
言
で
言
え
ば
、
シ
ン
プ
ル
で
あ

り
な
が
ら
斬
新
。
土
地
の
条
件
を
加
味

し
な
が
ら
、
自
然
光
を
活
か
し
、
明
る

く
広
が
り
の
あ
る
住
空
間
は
、
と
く
に

若
い
世
代
に
人
気
が
あ
る
。
ま
た
、
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
コ
ス
ト
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
か
ら
資
金
計
画
、
土
地
探
し
に

至
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
き
め
の
細
や
か

な
ケ
ア
も
持
ち
味
。
顧
客
の
予
算
の
範

囲
で
建
物
の
価
格
設
定
を
行
う
「
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
も
フ
リ
ー
ダ
ム

特
有
の
設
計
手
法
。
毎
月
開
催
さ
れ
る

説
明
会
に
は
、
常
時
１
０
０
名
を
超
え

る
戸
建
購
入
希
望
者
が
訪
れ
る
。

皿
月
５
日
に
は
、
神
戸
北
野
町
、
ハ

OFFICE＆ＧＡＬＬＡＲＹ

を

淵

回
Ｉ
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とてもキッチンとは思えない

ン
タ
ー
坂
に
オ
フ
ィ
ス
を
移
転
し
た
。

フ
リ
ー
ダ
ム
が
創
作
す
る
住
空
間
の
よ

う
に
、
窓
か
ら
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
陽

光
が
差
し
込
み
、
白
を
貴
重
に
し
た
室

内
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
階
下

に
は
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ッ
チ
ン
や
洗
面
ス
ペ
ー

ス
、
家
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
が
そ
ろ

う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

代
表
を
務
め
る
鐘
撞
正
也
さ
ん
は
「
戸

建
を
新
築
す
る
場
合
、
キ
ッ
チ
ン
や
洗

面
ス
ペ
ー
ス
は
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
ぶ
の

が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
世
界
中
に
は
、
も
っ
と
個

い
と
の
思
い
か
ら
、
住
宅
設
計
だ
け
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
『
プ
ラ
イ

量
で
補
っ
て
い
こ
う
と
考
え
る
。

「
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
建
材
は
デ
ザ
イ
ン
、
品
質
に
か
け

て
も
ピ
カ
イ
チ
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
価
格
が
高
い
。
い
か
に
コ
ス
ト
を

下
げ
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
が
求
め
る
住

空
間
を
創
造
し
て
い
け
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
」

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
発
想
か
ら
、
顧
客

の
ニ
ー
ズ
を
最
大
限
ま
で
応
え
よ
う
と

す
る
フ
リ
ー
ダ
ム
。
そ
の
極
限
を
目
指

し
て
い
る
よ
う
に
す
ら
感
じ
取
れ
る
。

ＦＲＥＦｎＯＭＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳＤＥＳｌＧＮ

ＯＦＦ１ＣＥ&ＧＡＩＭｈＲＹ
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HDufB.、OC呈1告ＯＯ
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一
「
些

性
的
で
面
白
い
形
を
し
た
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
建
材
メ
ー
カ
ー
が
、
一
同
に

集
う
見
本
市
『
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
』
を

見
学
に
行
き
驚
き
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル

で
あ
り
な
が
ら
ミ
ニ
マ
ル
（
無
だ
の
な

い
）
な
商
品
は
、
フ
リ
ー
ダ
ム
が
提
案

す
る
住
空
間
に
ピ
ッ
タ
リ
合
う
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
」

フ
リ
ー
ダ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
住
宅

建
材
、
家
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
販

売
を
行
う
他
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
掛
け

る
『
プ
ラ
イ
量
と
い
う
別
会
社
を
設

立
。
顧
客
の
夢
に
少
し
で
も
近
づ
き
た

白を貴重にした新しいオフィスには、陽光が肱いばかりに差し込む

７
ＨＡｍ正RZAXAllmAF唖

覇層画青一一

－目見て頑丈そうなドｲﾂ製のキッチン
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｡Ｂ画刊鱒ETpf7

９
■
■
■
■
■
口
、
■

これ詞?手掛けた戸建住宅の模型の数々

､嘱撫｡騨禦。
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灘
繁
胤
侭
ｌ
⑬
佐
久
間
敏
雅
難
鮪
龍
鉄
６

人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
愛
犬
）
の

心
豊
か
な
生
活
の
た
め
に

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
や
雑
貨
な
ど
、
犬
に
限
定
し
た
ブ
ラ
ン
ド
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
、
情
報
配
信
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
」
を
立
ち
あ
げ
た
株
式
会
社
カ
ラ
ー
ズ
。
昨
年
、
初
の
店
舗

「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
他
に
も
飼
い
主
（
オ
ー
ナ
ー
）
と
、
愛
犬
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
オ
ー
ナ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
純
粋
な
願
い
で
事
業
を
展
開
す
る
代
表
取
締
役
社
長
の
佐
久
間
敏
雅
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

佐久間敏雅（さくまとしまさ）

1969年生まれ。大学卒業後、某日曜雑貨メーカーに勤務。人生ではじめての犬

との暮らしを通じ、そのすばらしさに感動しつつも、動物たちをとりまく現在
の日本社会のあり方に疑問を持つ。1998年から日本動物病院福祉協会主催のテ
リー・ライアン先生による「家庭犬のためのしつけインストラクター養成講座」
を受講。1999年愛玩動物飼養管理士（ペツトケア・アドバイザー）資格を取得。
2000年７月、株式会社ColorZooを設古。
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大
学
卒
業
後
、
大
手
の
日
曜
雑
貨
メ
ー

カ
ー
に
勤
め
ま
し
た
が
、
い
つ
か
ペ
ッ

ト
市
場
で
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
僕
が
犬
を
飼
っ
た
経
験
か
ら
、

今
の
ペ
ッ
ト
市
場
は
、
犬
の
立
場
に
立
っ

て
い
な
い
、
ペ
ッ
ト
を
物
と
し
て
扱
っ

て
い
る
商
品
が
多
す
ぎ
る
と
疑
問
を
感

じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

会
社
を
退
職
し
、
そ
の
時
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、
友
人
が
ネ
ッ

ト
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
あ
げ
た

こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
、
ペ
ッ
ト
関
連
商
品
の
情
報
配
信

と
、
獣
医
を
探
し
て
い
る
飼
い
主
の
た

め
の
相
談
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
原
点
に
立
ち
返
り

ま
し
た
。
本
当
に
困
っ
て
い
る
飼
い
主
、

犬
を
助
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
私

た
ち
は
「
エ
ッ
セ
ン
ス
ケ
ア
フ
ォ
ー
ウ
ェ

ル
ネ
ス
」
と
い
う
新
し
い
発
想
で
、
皆

さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
愛
犬
）
が
、
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ア
ド
バ
イ

ス
、
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ま
ず
愛
犬
の
心
と
身
体
の
健

康
が
大
切
だ
と
考
え
、
基
本
的
要
素

（
エ
ッ
セ
ン
ス
）
に
対
す
る
ケ
ア
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
が
考
え
る
エ
ッ

セ
ン
ス
は
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
質
の
高
い
食
事
、
グ
ル
ー
ミ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
で
始
め
た

ペ
ッ
ト
関
連
の
情
報
配
信

こ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
ケ
ア
を
実
現
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
商
品

は
、
当
社
独
自
の
き
び
し
い
基
準
を
も

う
け
て
い
ま
す
。
人
間
の
安
全
基
準
と

同
じ
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
成
分
表
示
が
適
正
で
あ

る
こ
と
。
フ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
合
成

防
腐
剤
・
人
工
着
色
料
等
の
添
加
物
を

使
用
し
て
い
な
い
、
エ
ト
キ
シ
キ
ン

（
人
間
の
食
品
に
は
認
可
さ
れ
て
い
な

い
酸
化
防
止
剤
）
、
Ｂ
Ｈ
Ａ
、
Ｂ
Ｈ
Ｔ

を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
第
三

者
機
関
に
よ
る
検
査
で
そ
れ
が
証
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。
僕
た
ち
は

こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
基
準
を
も
う
け
、

商
品
を
選
び
、
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に

自
信
を
も
っ
て
お
す
す
め
で
き
る
商
品

だ
け
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
情
報
配
信
サ
イ
ト

は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
だ
わ
り
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
自
然
食
品
を
扱
っ
て
い
る
」
と
言
い

な
が
ら
、
実
際
は
そ
う
で
な
い
こ
と
が

多
い
。
飼
う
側
に
情
報
が
ま
っ
た
く
行
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
な
の
で
、
ネ
ッ
ト

飼
い
主
の
立
場
を
大
切
に

し
て
商
品
を
紹
介
す
る

グ
と
住
環
境
、
オ
ー
ナ
ー
と
の
適
切
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
ス
ト

レ
ス
の
少
な
い
生
活
で
す
。

上
で
、
情
報
開
示
を
徹
底
し
、
そ
し
て

販
売
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
と
こ

ろ
の
商
品
が
良
い
、
と
言
い
ま
す
し
、

販
売
店
も
良
い
と
言
う
。
僕
た
ち
は
第

三
者
の
立
場
で
商
品
を
分
析
し
、
何
が

良
い
の
か
、
根
拠
を
は
っ
き
り
出
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
味
方

を
せ
ず
、
客
の
立
場
で
商
品
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
こ
が
多
く
の
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
理

由
だ
と
思
い
ま
す
。
商
品
は
、
原
材
料

な
ど
最
終
的
に
自
分
た
ち
で
き
ち
ん
と

確
か
め
ま
す
が
、
ま
ず
扱
っ
て
い
る
人

の
人
間
性
を
見
ま
す
。
僕
た
ち
の
質
問

に
き
ち
ん
と
応
え
て
く
れ
る
か
、
何
か

を
隠
そ
う
と
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
原
材
料

を
す
べ
て
提
示
で
き
る
か
ど
う
か
。

ネ
ッ
ト
配
信
で
す
が
、
う
ち
で
は
個

別
対
応
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
健

康
相
談
を
入
り
口
に
、
今
愛
犬
が
ど
ん

な
状
態
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
オ
ー
ナ
ー

次代を創る神戸のニューリーダー
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言一

次代を削る神戸のニューリーダー

I

昨
年
、
サ
ザ
ン
モ
ー
ル
六
甲
（
灘
区

新
在
家
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
は
、

犬
に
限
定
し
た
フ
ー
ド
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
、
雑
貨
を
扱
っ
た
店
舗
で
す
。
犬
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
カ
ッ
ト
を
専
任
の
グ
ル
ー

マ
ー
が
手
掛
け
、
健
康
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
ト
リ
ミ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
も
好
評
で
す
。

店
内
に
は
、
フ
ー
ド
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
バ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

犬
用
品
・
サ
ー
ビ
ス
専
用
の

店
舗
を
オ
ー
ブ
ン

に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
第
一
に
し

て
い
ま
す
。
一
見
健
康
そ
う
に
見
え
て

も
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
。
（
例
え
ば

よ
く
呪
え
た
り
、
毛
が
抜
け
た
り
）
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
な
ぜ
か
と
い

う
こ
と
を
飼
い
主
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
で
す
。

ち
も
も
っ
と
専
門
性
を
高
め
て
、
病
気

に
な
る
前
に
予
防
し
、
健
康
を
保
て
る

よ
う
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
健
康
食
品
な

ど
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
僕
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

店
頭
で
犬
を
販
売
す
る
こ
と
を
な
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
あ
れ
は

商
品
と
し
て
、
可
愛
さ
だ
け
を
陳
列
し

て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
な
、
と
思
っ
て

買
っ
て
、
後
で
思
っ
た
よ
り
も
面
倒
だ
っ

た
、
と
い
っ
て
捨
て
る
飼
い
主
が
増
え

て
い
る
の
は
そ
の
せ
い
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
オ
ー
ナ
ー
を
求
め
て
い
る
犬
を
ど

う
や
っ
て
紹
介
し
た
ら
い
い
の
か
、
そ

れ
が
解
決
し
て
い
な
い
の
で
、
難
し
い

問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
。

そ
れ
か
ら
日
本
に
も
多
く
あ
る
ド
ッ

グ
ラ
ン
で
す
が
、
自
分
が
飼
っ
て
い
る

愛
犬
を
走
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
な
ド
ッ
グ

ラ
ン
を
作
る
の
も
夢
で
す
ね
。

欧
米
で
は
、
狩
猟
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や

牧
羊
犬
と
し
て
犬
を
使
っ
て
い
た
と
い

う
文
化
が
あ
る
の
で
、
犬
と
人
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
あ
る
、
と
い
う
か
、
犬
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
単
な
る
愛
玩
動

物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
人
と
犬

の
関
係
が
未
成
熟
だ
と
思
い
ま
す
。
よ

り
専
門
性
を
深
め
、
飼
い
主
と
犬
の
生

活
が
健
や
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

商
品
と
し
て
扱
う

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ブ
に
疑
問

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
と
と
も
に
、
犬
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
扱
っ
て
い
る
の
は
、
日
々

の
ケ
ア
で
健
康
に
な
る
と
い
う
予
防
医

学
の
観
点
か
ら
で
す
。
ド
ッ
グ
フ
ー
ド

は
、
人
間
で
い
う
冷
凍
食
品
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
加
工
食
品
で
す
か
ら
、
原

材
料
の
栄
養
素
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い

ま
す
。
犬
種
、
年
齢
、
健
康
状
態
に
合

わ
せ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
与
え
る
こ
と

で
、
日
常
の
ケ
ア
を
し
、
こ
こ
を
気
を

つ
け
た
ら
良
い
の
で
は
、
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ッ
グ

ハ
ウ
ス
な
ど
の
生
活
雑
貨
、
ア
パ
レ
ル
・

首
輪
な
ど
の
お
し
ゃ
れ
雑
貨
、
お
も
ち
ゃ
、

掃
除
用
品
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

現
在
う
ち
で
扱
っ
て
い
る
の
は
犬
だ

け
で
す
が
、
将
来
的
に
は
猫
も
扱
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
で
も
安
易
に
は
し
た

く
な
い
の
で
、
ま
ず
は
犬
を
深
め
た
い

と
（
笑
）
。
犬
を
ケ
ア
す
る
専
門
的
な

知
識
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
。
将
来
的
に
は
、
健
康
に
関
す

る
知
識
を
き
ち
ん
と
医
学
的
に
説
明
、

提
案
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。

獣
医
さ
ん
は
、
こ
の
症
状
に
は
こ
の
薬
、

と
い
う
よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
僕
た

9０
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＝ぞ ｉ ニ
サザンモール六甲にある「グリーンドッグスクエア」

｡~煙季尋

9１

●
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ

兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
に
２
０
０
２
年
８
月

オ
ー
プ
ン
。

フ
ー
ド
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ケ

ア
用
品
・
ア
パ
レ
ル
・
雑
貨
な
ど
の
物
品

販
売
、
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
、
し
つ
け
教
室
な

ど
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

神
戸
市
灘
区
新
在
家
南
町
１
‐
２
１
１

サ
ザ
ン
モ
ー
ル
六
甲
Ｂ
６
１
２
２
Ｆ

Ⅲ
０
７
８
１
８
４
１
１
１
７
０
３

コ
茸
豆
へ
、
乏
乏
乏
・
。
『
８
コ
‐
。
○
ぬ
．
８
ヨ

副

RElEN
OC

■』

②ＳＱＵＡＲＥ、
－ G

奥にあるのがトリミングルーム

9コ

U、

シャンプー、おもちゃなどの雑貨類中､豊富

＃

犬の年齢や体質に合わせて用意されたフード

アパレル・バッグなどのおしゃれグッズ

１｛
一

』遮塞璽冒雪囲園浬璽幽一
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9２

９
月
虹
日
佃
神
戸
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協

会
主
催
の
「
親
と
子
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

料
理
教
室
」
が
神
戸
国
際
調
理
製
菓
専

門
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
西
洋
料
理
、

日
本
料
理
、
イ
タ
リ
ア
料
理
と
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
多
く
の
家

族
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
い
ざ
調
理
が
始

ま
る
と
、
大
人
も
子
供
も
一
生
懸
命
。

「
多
く
の
参
加
が
あ
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
〃
食
の
教
育
〃
を
大
切
に
し

た
い
ん
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
家
庭
で

の
食
事
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、

親
子
の
緋
を
ふ
か
め
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
植
木
沙
織
代
表
。

食
材
は
素
材
そ
の
も
の
か
ら
な
の
で
、

素
材
を
裁
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
普
段
何
気
に
口
に
し

て
い
る
も
の
が
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か

を
知
り
み
ん
な
少
し
び
っ
く
り
の
様
子
。

「
素
材
そ
の
も
の
を
見
せ
た
か
っ
た
。

は
じ
め
て
の
も
の
を
見
て
、
は
じ
め
て

の
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
な
に

よ
り
子
供
の
味
覚
を
大
切
に
し
た
い
ん

で
す
」
と
ド
ミ
ニ
ク
。
コ
ル
ピ
氏
。

講
師
の
皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
、

「
子
供
の
笑
顔
を
見
れ
て
よ
か
っ
た
。

口
か
ら
い
れ
る
も
の
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
定
期
的
に
開

催
し
て
い
き
た
い
」
と
次
回
を
楽
し
み

に
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。

ご]

(写真右上）左から山下順氏(ドｩﾕﾄｯﾘ）・ドミニク･ユルピ氏(ホテル･ニューオータニ大阪サクラ）・植木沙織代表・佐々木浩(祇園ささ木）

副ド
ーニ。■

話題のひろば

蕊
:Ｗ
１，､'''Ⅱ

●
神
戸
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の

親
子
に
伝
え
た
い

手
作
り
の
ぬ
く
、
も
り
を

／
・Ｉ
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9３

●
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ザ
神
戸

五
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
華
や
か
に
開
催

′、
言三

鯛

、

感謝です。
恥Hc』：堅_里

右上各界の方々が集う華やかなパーティ会場

左上ホテルプラザ神戸原邦彦社長、植草貞夫さ

ん、岡本真穂さん､居関正二郎総支配人

左下神戸を一望できる素晴らしい屋上ガーデン

親Ｂ
ーｰ

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
誕
生
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
マ
ー
ト
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
誕

生
と
華
々
し
く
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
核

に
な
る
施
設
が
出
来
上
っ
た
。
そ
し
て

十
余
年
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
に
隣

接
す
る
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
神
戸
が
初
代
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
ホ
テ
ル
か
ら
経
営
者
が
代
わ
り

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
が
神
戸
が
誕
生
し
て
か

ら
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
十
月
七
日

そ
の
感
謝
を
込
め
た
五
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。

地
元
有
志
・
企
業
・
諸
団
体
・
そ
の

他
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
神
戸
を
利
用
さ
れ
た

代
表
者
な
ど
華
々
し
い
雰
囲
気
の
中
、

感
謝
の
宴
が
開
か
れ
た
。

案
内
文
の
中
に
「
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
神
戸

は
お
ひ
と
り
一
人
の
お
客
様
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
神
戸
で
『
一
番

愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
』
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
五
年
目
と
い
う
節
目
を
迎

え
ま
し
た
が
今
、
よ
り
一
層
の
あ
た
た

か
い
ご
指
導
を
」
と
あ
っ
た
。

十
一
階
の
結
婚
式
の
出
来
る
チ
ャ
ペ

ル
。
そ
の
美
し
い
庭
園
を
一
望
出
来
る

「
光
の
間
」
。
夜
と
も
な
れ
ば
東
か
ら
北

に
広
が
る
星
く
ず
の
夜
景
、
ど
こ
の
ホ

テ
ル
に
も
望
め
な
い
屋
上
ガ
ー
デ
ン
の

広
が
り
、
お
一
人
七
千
五
百
円
と
い
う

忘
年
会
・
新
年
会
パ
ー
テ
ィ
プ
ラ
ン
、

お
料
理
・
飲
み
物
・
カ
ラ
オ
ケ
、
時
代

に
合
っ
た
プ
ラ
ン
も
あ
る
。
ケ
ー
キ
は

有
名
シ
ェ
フ
の
手
作
り
、
プ
ラ
ザ
の
腕

を
み
せ
た
五
周
年
で
あ
っ
た
。
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れ
も
作
品
に
登
場
す
る
町
並
み
や
衣
装

な
ど
の
ほ
か
、
そ
の
時
代
背
景
も
展
示

す
る
な
ど
、
総
合
的
に
文
学
が
味
わ
え

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
読
書
離
れ

が
深
刻
化
す
る
中
、
こ
の
文
学
館
を
入

口
に
文
学
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
触
れ
、

実
際
に
本
を
読
む
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、

と
い
う
の
が
願
い
で
す
。

ｌ
開
館
一
周
年
を
迎
え
、
何
か
新
た
な

展
開
は
あ
り
ま
す
か
。

十
一
月
か
ら
、
二
つ
の
企
画
展
を
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
一
つ
は
「
宮

本
武
蔵
力
と
美
」
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
剣
豪
・
武
蔵
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

播
磨
の
文
学
者
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

武
蔵
は
「
五
輪
書
」
の
著
者
で
あ
り
、

画
家
で
あ
り
、
書
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
美
の
体
現
者
と
し
て
、
武
蔵
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
神

戸
で
平
家
を
読
む
」
。
平
清
盛
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
福
原
京
や
兵
庫
津
な
ど
を

舞
台
に
、
文
学
と
歴
史
の
接
点
を
探
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
三
月
ご
ろ
に
は
、

陳
舜
臣
、
遠
藤
周
作
、
謡
曲
を
テ
ー
マ

に
し
た
企
画
展
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
に

な
く
て
も
、
県
立
美
術
館
や
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
「
兵
庫
文
学
館
」

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
文
学
の
持
つ
楽
し

さ
を
気
軽
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

9４

昨
年
十
一
月
に
開
館
し
た
「
兵
庫
文

学
館
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
バ
ー

チ
ャ
ル
博
物
館
。
全
国
初
の
試
み
と
な

る
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
管
理
運
営

し
て
い
る
県
立
美
術
館
の
安
積
正
副
館

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ｌ
〃
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
″
と
い
う

の
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
。

通
常
、
文
学
館
と
い
え
ば
作
家
に
ゆ

か
り
の
品
が
並
ん
だ
記
念
館
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
「
兵
庫
文
学
館
」

は
兵
庫
県
内
の
ど
こ
に
も
建
っ
て
い
ま

せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
の
み
存

在
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
な
博
物
館
で
す
。

そ
の
特
長
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
に
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
だ
れ
で

も
入
館
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
開

館
時
間
も
な
け
れ
ば
順
路
も
な
い
。
自

由
に
出
入
り
で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、

情
報
量
に
は
限
り
が
な
く
、
映
像
、
音

声
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
情
報
発
信
が
可

能
で
す
。

ア
ク
セ
ス
数
は
、
一
日
平
均
約
二
百

件
。
開
館
以
来
、
六
万
を
超
え
る
人
に

「
来
館
」
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

通
の
文
学
館
で
は
、
な
か
な
か
こ
れ
だ

け
の
人
に
見
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
十
一
月
に
開
館
し
た
「
兵
庫
文

学
館
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
バ
ー

チ
ャ
ル
博
物
館
。
全
国
初
の
試
み
と
な

る
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
管
理
運
営

し
て
い
る
県
立
美
術
館
の
安
積
正
副
館

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ｌ
〃
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
″
と
い
う

の
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
。

通
常
、
文
学
館
と
い
え
ば
作
家
に
ゆ

か
り
の
品
が
並
ん
だ
記
念
館
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
「
兵
庫
文
学
館
」

は
兵
庫
県
内
の
ど
こ
に
も
建
っ
て
い
ま

せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
の
み
存

在
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
な
博
物
館
で
す
。

そ
の
特
長
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
に
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
だ
れ
で

も
入
館
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
開

館
時
間
も
な
け
れ
ば
順
路
も
な
い
。
自

由
に
出
入
り
で
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー

チ
ャ
ル
空
間
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、

情
報
量
に
は
限
り
が
な
く
、
映
像
、
音

声
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
情
報
発
信
が
可

能
で
す
。

ア
ク
セ
ス
数
は
、
一
日
平
均
約
二
百

件
。
開
館
以
来
、
六
万
を
超
え
る
人
に

「
来
館
」
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

通
の
文
学
館
で
は
、
な
か
な
か
こ
れ
だ

け
の
人
に
見
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
入
館
で
き
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
博
物
館

ｌ
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
へ
よ
う
こ
そ
ｌ

お
話
を
伺
っ
た
方
兵
庫
県
立
美
術
館
副
館
長
安
積
正
さ
ん

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
入
館
で
き
る
新
た
な
タ
イ
プ
の
博
物
館

ｌ
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
へ
よ
う
こ
そ
ｌ

お
話
を
伺
っ
た
方
兵
庫
県
立
美
術
館
副
館
長
安
積
正
さ
ん

－
展
示
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
常
設
展
示
」
と
「
企
画
展
示
」
の

二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
常
設
展
示

は
、
「
作
家
」
「
地
域
」
「
時
代
」
の
三

つ
の
側
面
か
ら
兵
庫
ゆ
か
り
の
作
家
や

作
品
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
す
。
現
在
の
展
示
は
、
近
代
作
家

百
人
と
古
典
作
家
二
百
四
十
人
。
調
査

中
の
作
家
を
含
め
る
と
約
七
百
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
作
家
が

「
ゆ
か
り
」
を
持
て
る
の
は
、
摂
津
・

播
磨
・
但
馬
，
丹
波
・
淡
路
の
五
国
か

ら
成
る
さ
ま
ざ
ま
な
風
土
を
持
ち
、
ま

た
歴
史
的
舞
台
と
し
て
も
多
く
の
場
面

に
登
場
し
て
き
た
兵
庫
県
だ
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
展
示
は
、
作
家
や
テ
ー
マ
に
焦

点
を
当
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹

介
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
歌
枕
（
須

磨
・
明
石
）
、
谷
崎
潤
一
郎
、
三
木
露

風
、
柳
田
国
男
、
近
松
門
左
術
門
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
「
柳
田
国

男
を
旅
す
る
」
と
い
う
企
画
展
で
は
、

「
民
俗
学
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
柳
田
が

い
か
に
民
俗
学
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の

思
索
を
深
め
て
い
っ
た
か
を
、
故
郷
〃
福

崎
″
の
原
風
景
の
写
真
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
導
き
出
す
椛
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
各
企
画
展
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

切
り
口
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

－
展
示
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
常
設
展
示
」
と
「
企
画
展
示
」
の

二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
常
設
展
示

は
、
「
作
家
」
「
地
域
」
「
時
代
」
の
三

つ
の
側
面
か
ら
兵
庫
ゆ
か
り
の
作
家
や

作
品
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
す
。
現
在
の
展
示
は
、
近
代
作
家

百
人
と
古
典
作
家
二
百
四
十
人
。
調
査

中
の
作
家
を
含
め
る
と
約
七
百
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
の
作
家
が

「
ゆ
か
り
」
を
持
て
る
の
は
、
摂
津
・

播
磨
・
但
馬
，
丹
波
・
淡
路
の
五
国
か

ら
成
る
さ
ま
ざ
ま
な
風
土
を
持
ち
、
ま

た
歴
史
的
舞
台
と
し
て
も
多
く
の
場
面

に
登
場
し
て
き
た
兵
庫
県
だ
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
展
示
は
、
作
家
や
テ
ー
マ
に
焦

点
を
当
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹

介
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
歌
枕
（
須

磨
・
明
石
）
、
谷
崎
潤
一
郎
、
三
木
露

風
、
柳
田
国
男
、
近
松
門
左
術
門
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
「
柳
田
国

男
を
旅
す
る
」
と
い
う
企
画
展
で
は
、

「
民
俗
学
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
柳
田
が

い
か
に
民
俗
学
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の

思
索
を
深
め
て
い
っ
た
か
を
、
故
郷
〃
福

崎
″
の
原
風
景
の
写
真
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
導
き
出
す
椛
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。
各
企
画
展
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

切
り
口
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
作
品
に
登
場
す
る
町
並
み
や
衣
装

な
ど
の
ほ
か
、
そ
の
時
代
背
景
も
展
示

す
る
な
ど
、
総
合
的
に
文
学
が
味
わ
え

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
読
書
離
れ

が
深
刻
化
す
る
中
、
こ
の
文
学
館
を
入

口
に
文
学
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
触
れ
、

実
際
に
本
を
読
む
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
、

と
い
う
の
が
願
い
で
す
。

ｌ
開
館
一
周
年
を
迎
え
、
何
か
新
た
な

展
開
は
あ
り
ま
す
か
。

十
一
月
か
ら
、
二
つ
の
企
画
展
を
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
一
つ
は
「
宮

本
武
蔵
力
と
美
」
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
剣
豪
・
武
蔵
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

播
磨
の
文
学
者
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

武
蔵
は
「
五
輪
書
」
の
著
者
で
あ
り
、

画
家
で
あ
り
、
書
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
美
の
体
現
者
と
し
て
、
武
蔵
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
神

戸
で
平
家
を
読
む
」
。
平
清
盛
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
福
原
京
や
兵
庫
津
な
ど
を

舞
台
に
、
文
学
と
歴
史
の
接
点
を
探
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
三
月
ご
ろ
に
は
、

陳
舜
臣
、
遠
藤
周
作
、
謡
曲
を
テ
ー
マ

に
し
た
企
画
展
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
環
境
に

な
く
て
も
、
県
立
美
術
館
や
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
「
兵
庫
文
学
館
」

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
文
学
の
持
つ
楽
し

さ
を
気
軽
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
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TEL（078）904-0675

金
賞
加
万
円
／
銀
賞
５
万
円
／

銅
賞
３
万
円

同
応
募
方
法

①
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

性
別
・
年
齢
。
勤
務
先
・
連
絡

先
電
話
番
号
．
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
②
料
理
・
作
口
謬
口
③
材
料
・

分
量
④
簡
単
な
制
作
課
程
⑤
特

徴
・
工
夫
し
た
点
を
明
記
し
、

写
真
を
添
付
し
て
左
記
に
送
付
。

（
創
作
土
産
部
門
は
後
日
送
付

ま
た
は
持
ち
込
み
を
依
頼
）

画
応
募
先

〒
６
５
１
１
１
４
０
１

神
戸
市
北
区
有
馬
町
８
２
８

有
馬
温
泉
観
光
協
会
コ
ン
テ
ス

ト
係
盃
０
７
８
‐
９
０
４
１
３
４
５
０

※
「
金
泉
」
を
コ
ン
テ
ス
ト
応

募
目
的
で
使
用
さ
れ
る
方
は

「
金
の
湯
」
（
０
７
８
１
９
０
４
１

０
６
８
０
）
ま
で
左
記
期
間
中

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
肥
リ
ッ

ト
ル
程
度
な
ら
お
分
け
し
ま
す
。

配
送
は
で
き
ま
せ
ん
。
卯
度
以

上
の
湯
に
耐
え
ら
れ
る
容
器
持

参
の
こ
と
。
銀
泉
は
炭
酸
泉
源

公
園
の
飲
料
場
で
汲
ん
で
く
だ

さ
い
。
●
お
渡
し
日
／
ｎ
月
岨

日
～
虹
日

■
以
降
の
審
査

書
類
審
査
の
結
果
は
、
遡
月
中

旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
。
第
二

次
審
査
（
作
品
展
示
・
試
食
・

全
体
審
査
等
）
は
平
成
略
年
１

月
即
日
、
有
馬
工
房
に
て
。
詳

し
く
は
有
馬
温
泉
観
光
協
会
コ

ン
テ
ス
ト
係
ま
で
。

ＯＲＯＫＡ

ＴＥＬ（078）903-2255

瀞:7幾燃

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
・
工
芸
が
有
馬
の
新
名
産
に
！

有
馬
オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
料
理
・
物
産
コ
ン
テ
ス
ト

「
こ
こ
掘
れ
、
あ
り
ま
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
お
宝
あ
り
ま
す
有

馬
温
泉
」
と
題
し
、
有
馬
温
泉

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
料
理
・
物

産
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

る
。
ま
ず
は
三
つ
の
作
品
部
門

に
分
け
て
募
集
内
容
を
ご
紹
介
。

、
創
作
料
理
部
門

有
馬
温
泉
の
名
物
で
あ
る
「
金

泉
」
ま
た
は
「
銀
泉
」
を
使
っ

た
お
料
理
を
募
集
。
見
た
目
に

も
美
し
く
、
味
も
お
い
し
い
も

の
。
金
泉
は
塩
分
が
海
水
の
２

倍
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま

で
は
飲
食
に
使
え
な
い
が
、
塩

分
・
鉄
分
な
ど
成
分
を
利
用
し

た
お
料
理
を
考
え
て
み
て
は
。

銀
泉
は
炭
酸
水
。
こ
れ
に
砂
糖

を
入
れ
た
も
の
が
サ
イ
ダ
ー
の

先
駆
け
。

③
創
作
土
産
部
門

「
金
泉
」
「
銀
泉
」
を
使
っ

有
馬
歳
事
記

コンテスト事務局長

の和田さん

青年部の平野リーダー

た
食
べ
物
の
お
み
や
げ
品
を
募

集
。
銀
泉
を
使
っ
た
「
炭
酸
せ

ん
べ
い
」
は
昔
か
ら
あ
る
有
馬

名
物
。
お
菓
子
、
佃
煮
、
漬
物

な
ど
今
ま
で
に
な
い
有
馬
の
お

み
や
げ
を
考
え
て
み
よ
う
。
し

か
し
創
作
料
理
部
門
と
も
に
、

考
え
る
だ
け
で
は
不
可
。
実
際

作
っ
て
写
真
に
撮
っ
て
。

③
創
作
土
産
・
工
芸
品
部
門

「
金
泉
」
「
銀
泉
」
や
「
有

馬
近
郊
の
特
産
物
」
を
利
用
し

た
創
作
品
を
募
集
。
お
湯
だ
け

で
な
く
、
竹
細
工
や
藤
ヅ
ル
、

も
み
じ
、
こ
ぶ
し
の
花
な
ど
の

自
然
、
特
産
品
を
活
か
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
商
品
は
い
か
が
。

応
募
は
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
。

特
に
一
般
の
方
々
の
ユ
ー
ー
ー
ク

な
作
品
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
我
々
を
う
な
ら
せ
て
く
れ
る
、

と
っ
ぴ
よ
う
し
も
な
い
品
物
が

集
ま
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
有
馬
温
泉
観
光
協

会
青
年
部
の
平
野
さ
ん
。
優
秀

な
作
品
は
有
馬
温
泉
観
光
協
会

の
推
奨
品
と
し
て
売
り
出
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
腕
に

覚
え
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

お
料
理
好
き
な
主
婦
の
皆
さ
ん
、

ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
の
あ
な
た
、

有
馬
温
泉
の
新
名
物
を
創
り
出

そ
う
！

募
集
要
項

■
締
切
（
第
一
次
書
類
審
査
）

ｎ
月
別
日
佃
必
着

■
表
彰

'一陽

舞衛

TEL（078）904-0501(代）

URLhttp://www,hyoaCojp

向陽間

狗癖締月光園
ＯＥＫＫＯ副

鯵鍵Ｊｒ蕊，

くつろぎの宿

静寂さにつつまれた

国際観光旅館

陵楓閣

有馬一望･歴史の名湯 テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳｌＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

鑑騨,ｉ
ｍＬ（078）904-0551

ⅢＹＯＥ
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雫
鶴

ｐ■

会調セミナーからご象族づれまで

１ Ｔ
Ｈ
Ｅ
湯
は
こ
び
２
０
０
３
栄
光
へ
の
階
段

９
０
句
開
催

１

函

ゆかたレディも参戦 優勝は坂田さん・木村さんペア 通後の石段が一番キツイ

9７

有
馬
の
湯
を
か
つ
い
で
連
ぷ

レ
ー
ス
。
温
泉
寺
下
の
階
段
か

ら
、
湯
泉
神
社
の
大
階
段
を
ペ

ア
で
昇
る
。
タ
イ
ム
だ
け
で
な

く
、
湯
を
こ
ぼ
さ
ず
に
、
障
害

物
等
ト
ー
タ
ル
で
計
算
す
る
ポ

イ
ン
ト
制
。
有
馬
内
外
か
ら
妬

組
の
参
加
者
、
そ
し
て
当
日
の

飛
び
入
り
参
加
を
含
め
て
盛
況

に
開
催
さ
れ
た
。

TEL（078）904-0731

乾畠

Ｉ

ゴールに倒れ込み、救謹班の介謎も ふたりの呼吸も大切

特別賞を受賞した神戸のご夫婦各旅館の主人らも観戦、声援を

会珂

職
障害物もうまく越えて

北 古象風
TEL（078）904-3656(代）

ＴＥＬ（078）904-0701
チェックイン１３：00、アウト１２：ＣＯ

ゆっくりとお過ごしいただけます。

､やの銭勇縦

剛’

繊欽山

渡這

TEL（078）９０b4-0781政府登録国際肌光旅館

雅ただようくつろぎの節
有馬での会食・要会は緩石科理・ステ

ーキが楽しめるいろり亭I垂漣」でⅡ
（処5000円～､夜8000円～）

有馬温泉政府登録国際観光旅館

銀水荘別箇

有島グランドホテル
ＴＥＬ（078）904-0181

日本の伝統

数寄瞳造りの航
自然の恵みを

湯けむりに伝える
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胸

一

－－年=

9８

亡
コ
で
の
菖
峠
○
①
｛
の
ユ
の
六
○
す
の
閏
つ
。
②
そ
の
⑧

バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
反
戦
運
動
も
〃
自
然
体
“

ナ
フ
シ
ャ

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
Ｎ
ａ
ｆ
Ｓ
ｈ
ａ

信
時
哲
郎

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
四
’
四
’
十
四

共
同
印
刷
ビ
ル
一
Ｆ

Ⅲ
０
７
８
（
５
７
６
）
５
６
３
０

営
業
時
間
ｕ
“
釦
～
虹
“
伽

定
休
日
月
曜

冨
胃
へ
鳶
Ｏ
脚
・
碩
胃
ｐ
農
．
言
へ
ｌ
園
自
認
ｇ
ミ

新
輔
健
擁
姪
諏
ね
灘
鯛
鞭
潅

神
戸
近
辺
で
生
ま
れ
育
っ
た
学
生
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
が

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
。
し
か
し
、
た
い
て
い
の
場

合
「
電
車
の
行
先
表
示
に
出
て
い
る
所
」
と
い
う
程
度
の

認
識
で
し
か
な
い
。
こ
こ
が
西
の
浅
草
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
興
行
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
Ｎ
ａ
ｆ
Ｓ
ｈ

ａ
と
い
う
個
性
的
な
カ
フ
ェ
の
あ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
学
生
は
ま
だ
ま
だ
少
数
だ
。

Ｎ
ａ
ｆ
Ｓ
ｈ
ａ
（
へ
プ
ラ
イ
語
で
「
宇
宙
の
根
源
と
私

た
ち
を
結
ぶ
も
の
」
の
意
）
が
で
き
た
の
は
一
九
九
六
年

十
月
。
阪
神
大
震
災
に
よ
る
被
災
障
害
者
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
「
百
番
目
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
の
活
動
を

手
伝
っ
て
い
た
生
頼
麻
里
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
の
人
や
情
報
が
集
ま
る
場
所
を
、
多
く
の
人
々
が
普
通

に
、
平
和
に
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
を
…
…
と
思
っ
て
カ
フ
ェ

の
設
立
を
思
い
立
っ
た
の
だ
と
い
う
。

「
そ
の
時
々
に
思
っ
た
こ
と
を
、
少
し
ず
つ
で
も
実
現

し
て
い
き
た
い
」
こ
れ
が
彼
女
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。
長
田
区

で
ピ
ア
ノ
教
師
を
し
て
い
た
生
頼
さ
ん
が
、
震
災
を
期
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
に
参
加
し
、
カ
フ
ェ
の
店
長
に
な
る

の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
。
店
内
を
バ
リ
ァ
フ
リ
ー
に
す

る
こ
と
も
自
然
で
あ
っ
た
。
毎
日
の
生
活
が
快
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
願
え
ば
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
食
材
を
使
う
こ

『『『

1蝿:::：

匙
‐
地
参
し
↑
ふ
い

Ｉ
Ｉ
ｌ
１
鵬
開
岨
科
蝉
鈴
卜
陛
《

皇

面
画
旧
旧
凹
、

巴

■

瀞
織

Ｊ
Ｐ
Ｒ
出
屑
８
－

蝿
：巽

零

区

ａ

ｌｌ
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七九八八四四四三
○五○○○五○五
○○○○○○○○
円円円円円円円円

霧
コ
ー
ヒ
ー

オ
レ
チ
ャ
イ

バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ

タ
イ
カ
レ
ー

ア
ブ
ラ
ハ
ム
さ
ん
の
カ
レ
ー

玄
米
定
食

お
昼
の
、
の
せ
ご
は
ん
ラ
ン
チ

店内のテーブルと椅子は、工芸作家・椿崎
和生さんの作品。廃材でできている。

の
ぶ
と
き
て
つ
ろ
う

噛
年
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
神
戸
山
手
大
学
人
文
学
部
環
境

文
化
学
科
で
宮
沢
賢
治
や
都
市
と
文
学
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

神
戸
山
手
大
学
環
境
文
化
研
究
所
編
『
神
戸
カ
フ
ェ
物
語
コ
ー

ヒ
ー
を
め
ぐ
る
環
境
文
化
』
が
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
よ

り
好
評
発
売
中
。

と
に
も
な
ろ
う
し
、
相
手
国
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
フ
ェ
ア
・

ト
レ
ー
ド
の
商
品
を
手
に
入
れ
よ
う
と
思
う
の
も
自
然
で

あ
る
。
そ
し
て
、
理
由
さ
え
定
か
で
な
い
戦
争
な
ど
行
う

べ
き
で
な
い
と
し
て
、
店
先
に
黄
色
い
旗
を
掲
げ
る
こ
と

に
な
る
の
も
、
と
て
も
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
「
自
然
体
」
の
生
頼
さ
ん
で
あ
る
か
ら
、
カ
フ
ェ

に
は
、
自
然
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
し
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
さ
れ
る
。
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
で
知
ら
れ
る

映
画
監
督
の
本
橋
成
一
さ
ん
に
よ
る
「
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
」

や
「
イ
ラ
ク
の
小
さ
な
橋
を
渡
っ
て
」
の
写
真
展
、
東
南

ア
ジ
ア
の
民
族
音
楽
や
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
奏
者
の
坂
田
明
ト
リ
オ

の
ラ
イ
ブ
、
ガ
ッ
ッ
く
ん
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

た
湧
島
克
己
さ
ん
の
原
画
展
…
…

な
る
ほ
ど
「
自
然
体
で
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
言
葉
に

ウ
ソ
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
の
中
の
流
れ
よ
り

も
、
い
つ
も
半
歩
だ
け
早
く
何
か
に
気
づ
き
、
そ
し
て
行

動
に
移
す
…
…
こ
れ
は
稀
有
な
才
能
と
言
う
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
私
が
特
に
情
報
に
敏
感
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
。
た
だ
知
人
に
く
っ
つ
い
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
と
い
う
だ
け

で
…
…
」

震
災
前
、
新
開
地
に
あ
っ
た
菩
薩
茶
屋
と
い
う
店
の
新

年
会
で
、
福
原
遊
郭
で
三
味
線
流
し
を
し
て
い
た
老
人
に

出
会
い
、
そ
の
人
柄
と
芸
に
惚
れ
こ
み
、
ラ
イ
タ
ー
の
友

人
に
本
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
も
情
報
感
度
の
よ

さ
、
行
動
の
早
さ
、
そ
し
て
感
受
性
の
豊
か
さ
の
な
せ
る

技
だ
ろ
う
。

新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
言
す
る
カ
フ
ェ
は
、
三
宮

を
中
心
に
数
多
く
で
き
て
き
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
幅
広

い
層
に
向
け
て
、
も
っ
と
生
活
全
般
に
渡
る
「
文
化
」
を

提
言
し
よ
う
と
し
て
い
る
カ
フ
ェ
は
ま
だ
少
な
い
。
か
っ

て
日
本
全
国
に
向
け
て
文
化
を
発
信
し
て
い
た
新
開
地
に
、

新
し
い
文
化
の
発
信
源
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
果
た
し

て
単
な
る
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。

ベ
ー

ー
ユ

声

な
ど

9９

尭蓉’

含謂
店の入口をはじめ、パリアフリーの配慰は
あちこちに施されている。
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で
も
い
い
。
専

用
の
グ
ラ
ス
で
楽
し
め
る
。
も

ち
ろ
ん
日
本
の
ビ
ー
ル
も
各
種

そ
ろ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
ワ

イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
、
布
引
の
水

を
使
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な

ど
も
ご
用
意
。

料
理
は
、
本
多
さ
ん
が
選
ん

だ
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
に
特
別
に

合
う
メ
ニ
ュ
ー
。
５
種
類
の
鴇

り
合
わ
せ
オ
ー
ド
ブ
ル
（
７
５

０
円
）
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
串
か

つ
仕
立
て
ミ
ラ
ノ
風
（
１
０
０

０
円
）
な
ど
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
も
っ
と
お

手
軽
に
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
（
８
０
０
円
）
。

洋
風
料
理
と
ご
飯
も
の
が
ワ
ン

プ
レ
ー
ト
に
、
デ
ザ
ー
ト
と
コ
ー

０
円
）
、
女
性

に
人
気
の
木
蔀

を
漬
け
込
ん
だ

ベ
ル
ビ
ュ
ー
・

フ
ラ
ン
ポ
ワ
ー

ズ
（
１
０
０
０

円
）
な
ど
、
ビ
ー

ル
の
わ
か
り
や

す
い
解
説
も
あ

る
の
で
お
気
軽

に
。
何
せ
飲
む

の
も
楽
し
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
デ

ザ
イ
ン
の
美
し

い
ピ
ン
で
選
ん

ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
、

料
理
と
会
話
、
時
間
を

じ
っ
く
り
楽
し
む

ビ
ア
カ
フ
ェ
「
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ア
ベ

ニ
ュ
ー
２
階
に
、
ピ
ア
カ
フ
ェ

「
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
多
く
の
ビ
ー
ル
工
房

が
あ
る
地
ビ
ー
ル
王
国
・
ベ
ル

ギ
ー
の
ビ
ー
ル
と
、
フ
ラ
ン
ス

の
ワ
イ
ン
を
気
軽
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
の
が
願
い
。
店

長
の
本
多
三
郎
さ
ん
は
、
も
と

も
と
フ
ラ
ン
ス
雨
ベ
ル
ギ
ー
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
大
好
き
で
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
、
料
理
の

道
に
入
っ
た
と
い
う
方
、
気
さ

く
な
お
人
柄
が
そ
の
ま
ま
お
店

の
雰
囲
気
に
。
店
内
は
あ
た
た

か
み
の
あ
る
レ
ン
ガ
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
、
あ
と
は
シ
ッ
ク

な
カ
ラ
ー
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
。
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル

び
っ
と
・
い
ん

が
あ
り
、
外
に
面
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
は
特
に
夕
暮
れ
時
が
美
し

い
。
ｎ
月
か
ら
新
理
戸
ア
ベ
ー
ー
ュ
ー

に
９
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ッ
グ
ッ
リ
ー

が
登
場
し
、
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
、

目
の
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
眺
め
な
が
ら
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

メ
ニ
ュ
ー
と
と
も
に
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
を
満
喫
で
き
る
。
ち
な

み
に
店
名
「
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」

は
あ
の
有
名
な
『
フ
ラ
ン
ダ
ー

ス
の
犬
』
か
ら
。

「
今
い
わ
れ
て
い
る
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
は
、
そ
れ
は
も
と
も
と

あ
っ
た
形
。
ビ
ー
ル
で
も
何
で

も
味
わ
っ
て
飲
ま
な
い
と
ね
」

と
本
多
さ
ん
。
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー

ル
は
現
在
肥
種
類
が
そ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

く
予
定
。
初
め
て
の
方
に
お
す

す
め
の
、
く
せ
の
な
い
ヒ
ュ
ー

ガ
ル
デ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
（
６
０

レンガ造りの壁と、落ち着いた照明

1００

鋪

ヒ
ー
が
つ
い
て
こ
の
お
値
段
。

場
所
は
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
劇
場
の
と
な
り
。
観
劇
の
前

や
、
待
ち
合
わ
せ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
き

に
ぴ
っ
た
り
の
お
店
だ
。
「
会

話
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
」
と
い
う
本
多
さ

ん
の
考
え
で
、
店
内
に
は
音
楽

豊富にそろうベルギービール
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土へ平遍砂軍、

ラ 日ラ日０
ン祝ン，－，１１７
チへ１１チＬ・・８
１１Ｌ・・１１０３０１

．．０００．．／ｊ２
００／Ｉ３０２２２３６
１２２２３ｊ・・・・２
１４．．．．１４３０００１
．．３０３０..ー２
３０ｰ３０７
－夕 、＝〃

０

８

－１１零壁。
吾電

■厚り“

－１１零壁。
吾電

■厚り“

８ゆ旬８ゆ旬 処
Ｉ

言
、
４
日

届
』

が
流
れ
て
お
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り

会
話
や
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

■
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー

２
ＦＭ

判り

李
令
や
罰

気さくな本多さんとの会話も楽しい

拳
』
影弾

q里一

弓

：
国国

エスカルゴの串かつ仕立てミラノ風

無
休

1０１

棚羅棚羅

「
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
神
戸
」

一
周
年
記
念
大
感
謝
祭

■
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
神
戸

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー

２
Ｆ

盃
０
７
８
１
２
６
２
‐
２
７
２
０

Ⅱ
酎
釦
～
Ｍ
即
釦
（
Ｌ
Ｏ
／
側
舘
幅
）

〃
叩
釦
～
四
釦
叩
（
Ｌ
Ｏ
／
塑
岬
幅
）

無
休

と117て

う‘,、

環､ｹ.‐

#n

雲講;ｉ
ロ
ー
マ
に
本
店
が
あ
り
、
東

京
・
青
山
に
支
店
を
も
つ
リ
ス

ト
ラ
ン
テ
・
イ
タ
リ
ア
ー
ノ

「
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
」
。
関
西
初
出

店
で
あ
る
神
戸
店
が
、
オ
ー
プ

ン
－
周
年
を
迎
え
た
。

「
サ
バ
テ
ィ
ー
ー
こ
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
「
食
事
を
楽
し
む
こ

と
は
、
人
生
を
楽
し
む
こ
と
」
。

食
材
、
味
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー

ビ
ス
に
も
名
店
な
ら
で
は
の
こ

だ
わ
り
を
も
つ
。
新
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

「
サ
バ
テ
ィ
ー
ニ
神
戸
」
も
、

ロ
ー
マ
本
店
と
変
わ
ら
な
い
味

と
サ
ー
ビ
ス
を
誇
り
、
大
人
の

食
の
空
間
を
演
出
し
て
く
れ
る
。

ｎ
月
別
日
ま
で
の
期
間
中
、

一
周
年
記
念
の
特
別
コ
ー
ス

（
５
５
０
０
円
／
税
・
サ
ー
ビ

ス
料
込
）
を
ご
用
意
。
ま
た
、

サ
バ
テ
ィ
ー
ー
ー
青
山
へ
の
ご
招

待
券
、
名
古
屋
旅
行
、
イ
タ
リ

ア
ワ
イ
ン
な
ど
が
当
た
る
豪
華

な
ス
ピ
ー
ド
く
じ
を
実
施
し
て

い
る
。

大人の店・サバティーニ
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Ａ
Ｒ
Ｔ

1０２

室
内
楽
団
一
‐
オ
ー
バ
ス
ワ
ン
」

公
演
Ⅱ
／
お
伽
相
”
褐
開
演

神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
前
・
神
戸
情
報
文
化
ビ

ル
４
Ｆ
）

公
０
７
８
１
３
６
２
１
７
１
９
１

一
般
４
５
０
０
円

気
鋭
の
若
手
演
奏
家
４
人
が

結
成
し
た
ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
ト

「
Ｏ
ｐ
ｕ
Ｓ
１
（
オ
ー
パ
ス
ワ

ン
）
」
。
チ
ェ
ロ
・
林
裕
、
ヴ
ィ

オ
ラ
・
安
藤
裕
子
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
大
谷
玲
子
、
ピ
ア
ノ
・

佐
藤
美
香
。
国
内
外
で
活
躍
す

る
４
人
が
集
ま
り
、
若
手
の
新

し
い
感
覚
を
と
り
入
れ
つ
つ
、

古
典
作
品
や
、
埋
も
れ
た
作
品

を
演
奏
。
カ
ル
テ
ッ
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
、
デ
ュ
オ
や
ト
リ
オ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
編
成
で
美
し

い
音
楽
を
お
届
け
す
る
。
最
近

流
行
の
聴
き
や
す
い
音
楽
、
親

し
み
や
す
い
演
奏
だ
け
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
、
作
品
へ
の
敬

意
、
美
し
い
音
を
聴
く
楽
し
さ

五雲亭貞秀1860年

剛
Ｕ
Ｓ
ｌ
Ｃ脚
イベント

スケジュール

神
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

金
子
み
す
ぎ
生
誕
１
０
０
周

年
記
念
上
映
会

「
み
ず
ざ
」

ｈ
／
褐
附

佃
伽
、
／
担
叩
釦
／
側
叩
印
開
演

一
般
１
３
０
０
円
シ
ー
ー
ア
（
帥
才
以

上
）
１
０
０
０
円

け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

ケ

2003国11-12

岨
世
紀
か
ら
別
世
紀
中
頃
に

か
け
て
制
作
さ
れ
た
、
楽
器
を

奏
で
る
人
物
画
や
音
楽
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
た
日
本
絵

画
を
紹
介
す
る
。
特
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
、
ピ
ア
ノ
と
い
っ
た
西
洋

楽
器
が
具
体
的
に
描
か
れ
た
作

品
か
ら
、
日
本
人
が
抱
い
た
西

洋
音
楽
へ
の
憧
れ
や
、
風
俗
画

と
し
て
の
魅
力
を
鑑
賞
し
た
い
。

、
／
躯
出
辿
時
か
ら
、
博
物
館

１
階
ホ
ー
ル
で
神
戸
室
内
合
奏

団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

名
画
と
と
も
に
、
生
の
音
色
を

鑑
賞
す
る
の
も
粋
な
も
の
。

今
年
ｎ
月
は
、
手
塚
治
虫
の

名
作
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

が
連
戦
加
周
年
を
迎
え
る
。
く

し
く
も
、
現
在
、
医
療
マ
ン
ガ

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
回

の
企
画
展
で
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
」
の
加
年
の
歴
史
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
話

題
の
医
擦
マ
ン
ガ
の
う
ち
、
山

田
貴
敏
「
Ｄ
ｒ
・
コ
ト
－
診
療

所
」
、
佐
藤
秀
峰
「
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
に
よ
ろ
し
く
」
、
山

本
航
睡
「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
耀
」
、

乃
木
坂
太
郎
・
原
案
永
井
明

「
医
龍
」
を
と
り
上
げ
る
。
医

師
免
許
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も

有
名
な
手
塚
治
虫
の
医
学
生
時

代
の
ノ
ー
ト
や
資
料
、
当
時
の

写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
謎
の
コ
ー

ト
標
本
や
彼
の
カ
バ
ン
の
重
さ

な
ど
、
Ｂ
Ｊ
マ
ニ
ア
も
注
目
の

企
画
が
め
じ
ろ
押
し
。

手
塚
治
虫
記
念
館
企
画
展

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

の
Ｄ
Ｎ
Ａ

開
催
中
～
２
／
加
圏

宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館

盃
０
７
９
７
１
８
１
１
２
９
７
０

一
般
５
０
０
円
中
高
生
３
０
０
円

小
学
生
１
０
０
円

開
館
９
函
釦
～
而
池
叩

水
曜
休
世
／
羽
～
訓
休

神
戸
市
立
博
物
館
特
別
展

「
描
か
れ
た
音
楽
」

Ⅱ
／
１
山
～
胆
／
妬
附

神
戸
市
立
描
賜
館

蛮
０
７
８
１
３
９
１
１
０
０
３
５

開
館
抑
酌
叩
～
け
如
叩

（
ル
ミ
ナ
リ
エ
期
間
中
は
相
・
・
伽
ま
で
）

月
曜
休
館
（
祝
日
は
開
館
・
翌
日
休
館
）

一
般
８
０
０
円
高
大
生
５
５
０
円

シ
ル
バ
ー
４
０
０
円

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
演
奏
会
○

今
回
、
今
ま
で
あ
ま
り
演
奏
さ

れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
弦
楽
三

重
奏
「
ア
マ
テ
ィ
」
に
取
り
組

む
。

Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

蝶
（
地
下
鉄
「
県
庁
前
」
兵
庫
県
民
会
館

９
Ｆ
）

●
問
合
せ
／
神
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

電
０
７
８
‐
３
３
１
１
６
１
０
０

童
謡
詩
人
・
金
子
み
ず
守
の

生
涯
、
そ
の
世
界
を
見
事
に
描

き
あ
げ
た
作
品
。
金
子
み
ず
す

の
生
ま
れ
育
っ
た
山
口
県
長
門

市
で
オ
ー
ル
ロ
ヶ
を
敢
行
し
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
と
い
う
時

代
の
浪
漫
と
拝
情
を
、
フ
レ
ス

コ
画
の
よ
う
な
映
像
と
童
謡
詩

に
よ
っ
て
静
謡
な
世
界
へ
誘
う
。

監
督
は
「
地
雷
を
踏
ん
だ
ら
サ

ョ
ウ
ナ
ラ
」
の
五
十
嵐
匠
。

物
語
は
金
子
み
ず
や
の
伯
母
・

フ
ジ
の
死
か
ら
始
ま
る
。
西
条

八
十
に
〃
若
き
詩
人
中
の
巨

星
″
と
絶
賛
さ
れ
、
多
く
の
童

謡
詩
を
残
し
た
み
す
ぐ
・
彼
女

の
詩
の
世
界
、
生
き
方
、
最
期

を
映
像
化
。
出
演
は
田
中
美
里
、

中
村
嘉
津
雄
、
永
島
喚
子
ほ
か
。

お
詫
び
と
訂
正

本
誌
岨
月
号
「
藤
田
佳
代
郷
踊
研
究

所
公
演
」
の
記
事
で
、
当
日
券
の
値

段
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
公
演
の
日
程
を
記
戦
す
る
と

と
も
に
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

藤
田
佳
代
舞
踊
研
究
所

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

「
踊
れ
オ
レ
ン
ジ
を
」

Ⅱ
／
羽
山
旧
恥
釦
開
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

当
日
一
般
４
０
０
０
円

ペ
ア
７
０
０
０
円
（
前
売
の
み
）

、
問
合
せ
／
藤
田
佳
代
舞
踊
研
究
所

冠
０
７
８
１
８
２
２
１
２
０
６
６

呼

出

h幸

璽蕊燃騨i雪
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ジライブハウス● ･スケ
B8

'ユール●ライブハウス・スケジュール

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
、 愛

読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
神
戸
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
「
み
ず
ぐ
」

（
Ⅱ
／
栂
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
）
ペ
ア
３

組☆
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
「
小
磯

良
平
の
青
年
時
代
」
ペ
ア
５
組

☆
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

ｕ
／
５
～
Ｍ
「
こ
こ
ろ
の
湯
」
「
た
そ

が
れ
情
兵
衛
」
▽
ｕ
／
巧
～
妬
「
ト
ス

カ
」
「
め
ぐ
り
あ
う
時
間
た
ち
」
▽
、

／
妬
～
岨
／
３
「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・

パ
ラ
ダ
イ
ス
（
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
）
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組上
映
中
～
、
／
型
「
永
遠
の
マ
リ
ア
・

カ
ラ
ス
」
▽
皿
／
１
～
哩
／
７
「
と
つ

と
こ
ハ
ム
太
郎
」
▽
、
／
８
～
岨
／
岨

「
阿
修
羅
の
ご
と
く
」
▽
ｕ
／
胆
～
⑫

／
７
「
Ｓ
・
Ｗ
．
Ａ
・
Ｔ
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
ｕ
／
８
～
「
、
。
臼
①
」
▽
ｕ
／
８
～

「
阿
修
羅
の
ご
と
く
」
▽
ｕ
／
理
～

「
フ
ォ
ー
ン
プ
ー
ス
」
▽
ｕ
／
豹
～

「
パ
ッ
ド
ボ
ー
イ
ズ
２
パ
ッ
ド
」

●
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組ｕ
／
１
～
皿
「
Ｂ
モ
ン
キ
ー
」
「
別
ア

ワ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
ピ
ー
プ
ル
」
▽
、
／

躯
～
犯
「
、
名
の
騨
里
鴬
の
ｇ
」
「
プ
ル
ー

ク
ラ
ッ
シ
ご
▽
ｕ
／
的
～
岨
／
胆

「
沙
細
双
樹
」
「
ホ
テ
ル
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

1０３

園チキンジョージ
TEL,078-392-0146

8（金）ロードオブﾒジャー
1２

１３

（水）ＪＵＤＥ
（木）勝田･一樹

１５（金）PENPALS
22(±）SomethingElse
23<日）因数分解
27（木）HybridFre8ks
28（金）DeepDripVoL5girIs
style

l2/3（水）ＣＯＲＥＯＦＳＯＵＬ
４（木）リンダ＆テディ･トンプソ

ン

６(土）DlMENSlON
７（日）LOSALIOS

国ピアジュリアン
TELO78-391-8081

７（金）田中希美(vo)片桐えみ(p）
８(土）本吉優子(Vo)田中靖子
（p）

９（日）金津佳代子(p）
10（月）鈴木恵美(Sax)森玉美穂
（p）

11（火）折jl:真理(v､)中元智子
（p）

12（水）
13（木）
?4（金）
15(±）
16（日）
17（月）

18（火）

賀集律子(p）
龍智子〈p)近藤美香〈p）
西本淳(Sax)辻香織(perc）
奥野香織(p）
辻本恵子(p）
小笠原薫(v､)山内尚子
(p）
大迫めぐみ(p)大迫さゆ
lJiD）

19（水）武村美穂子(fl)稲葉綾(p）
20（木）藤渓優子(p）
21（金）潔和樹･謹沼恵美子デｭｵ
22(±)雲井千賀(tp)藤渓優子(p）
23（日）梶栗真紀(V､)梶栗絵里(ｖ
、）

24（月）小笠原薫(v､)1..1内尚子
（p）

25（火）鈴木華重子(p〉
27（木）晴雅彦(vo)片桐えみ(p）
28（金）久保田裕美(fl)岩崎慎一
（９）

29(±）奥野香織(p）

回HoIIy‘ｓ
TE1-.078-251-5147

６（木）入江美香(Sax)張木浩司

８
週

(b)KeithMichael(｡）
(土）ソル
（木）大内

ォ
子
フ
玲
ルテシモ

(p)他
14（金）富本容子(P)奈良原裕．．
（b)平田哲也(p）

15(土）大川YOKO(vo)世古昌
義(p)坂崎拓哉(b)樋口広
大(｡）

20（木）Ｊ-14クルセード
21（金）HAWAIlANハレクラ..．、
ＢＯＹＳ

27（木）名倉学＆モンキーソウ
ル

28（金）‘oJmpopsCHOKAMllT11
29(±）河野美紀(vo)他

国扇屋宗兵衛
TEL.O78-332-.1963

８(±）RobinEve(尺八・ｖｏ）

RonMason(9)Hirofumi
Ogawa(9)

10（月）村井ゆかり(vo)安本貴宏
(9)神前信秀(b）
eriko

松本’
サート(Jazz）

剛(p）
ノソロコン

24（金）esprit(フュージョン）
23<日〉仲やすこ(ヴｵｲｽﾄﾚﾅー ）
佐藤芳延(as)安原滋良(9)
野口和生(｡)沖田守男(b）

24（月）津山智子(p)三田浩司(ts・
Ｃｓ)河本肇(d)内田陽介(b）

25（火）吉本明紘(ts)時安吉宏(b）
清水勇博(｡）

26（水）Remains(Jazz）
29(土）赤ちゃんセッション(ニュー
ミュージック）

30（日）いとう朔
12/4（木）伊沢明子(p)絹川修平

(b>笹倉歩(d)宋剛秀
（ハーモニカ）

７<日〉山本恵理(p)中島教秀(b）
竹内ｲｸｵ(d）

団ＷＡＣＡ２
ＴＥＬ､078-333-6768

９（日）裸族

14（金）TACOUNlTS
15(土）SHO君とROMEL君のお
友達LlVE

20（木）MONKEYDEAD
21（金）鏑木修・佐々木義広
22(±）BLANKDISK

23<日）矢谷トモヨシ(vo，ａｃ，ｇ）
28（金）フジタ誠治(vo，ｇ)/八重

洲系ﾌォーク
２９(土）ＦＲＯＭＮＯＷＯＮ

目SONE

TELO78-221-2055

７（金）大越理加
８(土）新井雅代
９（日）大越理加鍋島直澗カル
テット

10（月）宮野英子
41（火）新井雅代橋本裕ギター
トリオ

12（水）キャンディー浅田
13（木）北荘桂子大塚善章トリ
オ

14（金）北荘桂子
15(土〉ペティ鞍富
16（日）北村英治特別ライブ
17（月）北荘桂子
18(火〉伊福美音
19（水）新井雅代

鍋島直澗カル

20（木）古谷充カルテット
21（金）辛島寿美子
22(±〉大越理加
23（日）中島徹ブラジリアンクイ
ンテット

24（月）大越理加
25（火）北荘桂子
26（水）若宮美和ひきがたり＋
ギターﾄﾘｵ

27（木）大越理加長谷川元伸

28（金）
29(土）
30(水）

カルテット

新井雅代
北荘桂子
ジャネット
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